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消化器内科学 
 

論文 
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1115-1122, 2019 

3. 荻原久美, 大仁田 賢, 宿輪三郎, 丸山祐二, 福田英一郎, 山口直之, 野々下政昭, 井関充及, 新野大介, 中尾一彦：腫

瘍性病変との鑑別を要した直腸粘膜脱症候群の 1 例．胃と腸 54(7): 1063-1069, 2019   



 

 

                                           

 3 

4. 吉岡佐千佳, 大西 愛, 橋本邦生, 大園恵梨子, 森内浩幸, 北山 素, 松島加代子, 本多 舞, 竹中 基, 林 健太郎, 
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でおきたい！消化器医のための重要論文 240 篇 炎症性腸疾患編, 株式会社シービーアール, 東京, pp 9 所収）2019 
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医師会報 (887): 73-75, 2019 

2. 原口雅史, 髙山隼人, 小川久美, 江川 徹, 戎谷高治, 花井寿々子, 平山怜央奈, 大平真弓, 渡邊 毅, 濵田久之：長崎

県地域医療継続支援事業に関するアンケート調査の報告．長崎県医師会報 (881): 59-62, 2019 

 

  



 

 

                                           

 4 

論文研究業績集計表  
 
論文数一覧 

  A-a A-b A-c A-d A-e 合計 SCI B-a B-b B-c B-d B-e 合計 総計 

2019 25 0 0 0 0 25 23 6 7 6 2 0 21 46 

 

学会発表数一覧 

 A-a 
A-b 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

A-b 

学会 
合計 B-a 

B-a 
ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 

B-b 

学会 
合計 総計 

2019 3 0 12 15 3 20 148 171 186 

 

論文総数に係る教員生産係数一覧 

  

 欧文論文総数  

論文総数 

教員生産係数 

（欧文論文） 

 SCI掲載論文数  

欧文論文総数 

教員生産係数 

（SCI掲載論文） 

2019 0.543 2.778 0.920 2.556 

 

Impact factor 値一覧 

  Impact factor 教員当たり Impact factor 論文当たり Impact factor 

2019 80.497 8.944 3.500 

 

 

 

 
 

 


